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一
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弘
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系

図

○
左
記
の
系
図
は
、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
解
説
を
施
す
た

め
、
拙
著

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語

の
研
究
灘

轡

『校
注
と
り
か

へ
ば
や
物

語
』
の
各
付
録
と
し
て
収
め
て
あ

る
こ
の
物
語
の
系
図
を
再
録
し
た
も
の
で
あ

る
。

○
人
物
名
は
、
大
体
、
物
語
に
お
け

る
最
高
官
位
に
よ
っ
て
記
す
こ
と
を
原
則
と

し
た
が
、
例
外
も
あ
る
。

○

(

)
の
中
に
は
、
官
位
の
昇
進

な
ど
に
よ
る
名
称
や
そ
の
他
の
主
な
別
名
を

記
し
た
。

○
人
物
名
の
右
肩
に
は
、

「
二

登
場
人
物
解
説
」
所
載
の
人
物
名
と
照
合
し
や

す
い
よ
う
に
、
番
号
を
施
し
た
。

一
一

登
場
人
物
解
説

○
人
物
名
は
系
図
と
同
じ
番
号
の
下

に
、
新
か
な
つ
か
い

・
漢
字

・
旧
か
な
つ
か

い
、
の
順
で
示
し
た
が
、
系
図
と
多
少
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

○
人
物
名
の
次
の
ー

以
下
に
は
、
簡
単
な
系
図
的
説
明
を
記
し
た
。

○
根
拠
を
示
す
た
め
の
頁
数
は
、
前
掲
拙
著
の
そ
れ
で
あ
り
、
巻
名

と

と

も

に

(

)
内
に
記
し
た
が
、
大
体
の
と
こ
ろ
を
指
す
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
岡
本

保
孝
の

『
取
替
ば
や
物
語
考
」
は
、
国
文
学
註
釈
叢
書
本
に
よ

っ
た
。

○

「そ
の
他
」
に
集
め
た
人
物
は
、
系
図
作
成
の
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

○
な
お
、
前
掲
拙
著
所
収
の

「
と
り
か

へ
ば
や
物
語
登
場
人
物
総
覧
」
と
重
複
す

る
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
る
こ
と
を
断
わ

っ
て
お
く
。

(-
)

せ
ん
て
い

先
帝
(鴛
勉

〔
注
〕
(10
)
「
吉
野
の
宮
」
参
照
。

(2
)

す
ざ
く
い
ん

朱
雀
院
(烈

く
)11
先
帝
の
篁

の
御
子
。

〔
呼

称

〕
帝

〔
注

〕

「
朱

雀

院

」

と

い
う

名

は

、

退

位

後

の
御

座

所

を
も

っ
て
呼

ぶ
。

そ

れ

ま

で
は

も

っ
ぱ

ら

「
帝

」

と

し

て

記

さ

れ

て

い
る
。

若

君

(女
)
の
学

才

・
容

貌

が

と

も

に
す

ぐ

れ

て

い
る

こ

と

を
知

り

、

む

り

に
冠

を

さ

え
賜

わ

っ
て
、

元

服

・
出

仕

さ

せ

る
よ

う

に
若

君

(女
)
の
父

権

大

納

言

に
勧

め

る

(上

一
一
)
。
侍

従

(女
)
を
寵

愛

す

る

こ

と
比

類

な

く

(
上

一
三
)
、

こ

の
時

四

十

余

歳

で

た

い

へ
ん

立

派

で
あ

っ
た

(上

一
四
)
。

こ

の

こ

ろ
、

春

宮

と

と
も

に
姫

君

(
男
)
に
御

心

を

か

け

、

入

内

の
仰

言

が

あ

る

(上

一
四
)
。
姫

君

(男
)
と
同

胞

の
侍

従

(女
)
は

女

一
の
宮

の
後

見

に
し

た

い
と

一
応
考

え

る
が

、

侍
従

の
昇

進

を
待

つ
こ

と

に

し

た

(上

一
五
)
。

そ

の
う

ち

病

気

に
か

か

り

、

そ

れ
が

長

引

く

の

で
弟

の
春

*国 文 学研究 室(昭 和56年9月29日 受理)
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宮
に
譲
位
し
、
女

一
の
宮
を
春
宮

に
し
て
、自
身
は
朱
雀
院
に
引
退
す
る
(上

一
七
)
。

春
宮
女

一
の
宮
の
後
見
人
と
し
て
今
度
は
姫
君
(男
)を
適
当
と
思
い
、

姫
君

(男
)

の
父
左
大
臣
に
交
渉
す
る
(上
二
五
)
。

(3
)

に
ょ
う
い
ん

女
院
(蕪

」

11
朱
雀
院
の
御
魂

御
母
は
后
。

〔
呼
称
〕
女

一
の
宮

・
春
宮

亡
母
后
の
腹
に
誕
生
す
る
。
帝

の

一
人
子
と
い
う
の
で
特
に
目
を
か
け
ら
れ
て

養
育
さ
れ
る
(上

一
四
)。
や
が
て
女

な
が
ら
立
坊
(上

一
七
)、
女
春
宮
と
し
て
梨
壷

に
住
む
(上
二
六
)が
、
宣
耀
殿
の
尚
侍
(男
)と
密
通
し
て
(上
二
六
)懐
妊
す
る

(中

一

三
三
)。
そ
の
後
、
今
尚
侍
(女
)
と
対
面
す
る
が
、

今
尚
侍
(女
)
を
前
の
尚
侍
(男
)

と
思
い
な
が
ら
も
少
し
様
子
の
違

う
こ
と
を
感
じ
る

(下

一
九
〇
)。

そ
こ
で
今
大

将

(前
の
尚
侍
〔男
〕)
に
忍
ん
で
対
面

し
、
真
相
を
聞
く
(下

一
九
〇
)と
と
も
に
、
今

大
将
(男
)
と
歌
を
贈
答
す
る
(下
一
九
二
)。

そ
の
年
の
十
二
月
若
君
(今
大
将
〔男
〕と

の
問
の
子
。
大
若
君
)
を
出
産
(下

一
九
九
)。
帝
の
位
に
も

つ
か
ず
、
翌
年

一
月
、
若

君
の
五
十
日
の
こ
ろ
に
女
院
と
申
す
こ
と
に
な
る
(下
二
四
七
)
。

(4
)

み
か
ど

帝
(齢
か
)11
先
帝

の
第

二
の
御
子
、

〔
呼
称
〕
春
宮

〔
注
〕
こ
の
帝
が
、
は
た
し
て
朱
雀
院
の
御
弟
で
あ
り
、
ま
た
、
先
帝
の
第
二
の

御
子
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
証
は
な
い
が
、
物
語
の
内
容
に
よ

っ
て
、

朱
雀
院

・
帝

・
吉
野
の
宮
は
兄
弟
の
間
柄
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

の
推
定
の
も
と
に
、

一
応
、

「
系
図
」
を
作
成
し
た
。
『
全
訳
王
朝
文
学
叢
書
』

の
訳
本
所
収

「系
図
」
に
も
、
同
様
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、

岡
本

保
孝

の

「
取
替
ば
や
物
語
考
系
譜
」
に
は
、
三
方
の
兄
弟
関
係
に
つ
き
明
示
さ
れ
て
い

な
い
。

若
君
(女
)
の
学
才

・
容
貌
が
と
も

に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

た
び
た
び

出
仕
の
仰
言
を
下
す
(上
=

)
。

二
十
七

・
八
歳
に
な
っ
て
、

容
貌
な
ど
も
王
ら

し
い
気
品
が
備
わ
る
が
、

こ
の
こ
ろ
兄
帝
(後
の
「朱
雀
院
」
)と
と
も
に
姫
君
(男
)
に

御

心

を

か
け

、

入
内

の
仰

言
が

あ

る

(
上

一
四
)
。

そ

の
う

ち
兄

帝

の
病

気

が

長

引

く

の

で
即

位

し

て
帝

と
称

す

(上

一
七
)
。

十

一
月

、

五

節

に
中

院

の
行

幸

が

あ

る

(上

二
七
)
。

や

が

て

中

納

言

(女
)
を

召

し

、
尚

侍

(
男
)
を
女

御

と

し

て
奉

る
よ

う

仰

言

が

あ

る

(上

八
七
)
。

そ

の
後

、
南

殿

の
観

桜

の
御

遊

が
催

さ

れ

、
勅

題

が

出

さ

れ

た
が

、

巾

納

言

(女
)
の
作

っ
た

の

は
稀

代

の
絶

唱

で

あ

っ
た

の

で
御

衣

を

脱

い
で

中

納

言

(女
)
に
与

え

た

(上

一
〇
三
)
。

今

大
将

(男
)
を

召

し

、

歌

を
贈

答

す

る

(中

一
七
五
)
が

、

今

大
将

(男
)
が

前

の
尚

侍

(男
)
で

あ

る

こ
と

を
知

ら
ず

、

や

た

ら

に

前

の
尚

侍

(男
)
に
対

す

る
昔

の
恋

し

さ
が

忘

れ

ら

れ
ず

、
梨

壷

へ
行

く

(下

一
九
三
)
。

か

く

て
今

尚

侍

(女
)
と

密

通

し

(
下

二
〇
七
)
、

今

大

将

(男
)
を

通

じ

て
今

尚

侍

(女
)

に
消

息

し

た
り

す

る

(下

二

一
一
)
。
年

月

も

移

り

過

ぎ

て
、

譲

位

す

る

(下

二
五
九
)
。

(5
)

き
ん
じ
ょ
う

今
上
(貌

じ
)11
帝
の
笙

の
御
子
.
御
母
は
中
宮
(女
).

〔
呼

称

〕

若
宮

・
春

宮

今

尚

侍

(女
)
二
十

一
歳

の
冬

、

十

一
月

か

十

二
月

に
誕

生

(下

二
四
四
)
。

翌

春

一

月

、

五
十

日

の

こ

ろ

に
立

坊

(下

二
四
七
)
。

中

宮

(女
)
三

十
歳

以

上

の

こ
ろ

に

即

位

す

る

(下

二
五
九
)
。

(6
)

き
ん
じ
ょ
う
の
と
う
ぐ
う

今
上
の
春
宮
(繰

沁
勢

)11
帝

の
第

二

の
御

子

。

御

母

は
中

宮
。

(女
)
。

〔
呼

称

〕

二

の
宮

巾

宮

(女
)
二
十

三

歳

よ
り

二
十

九
歳

ま

で

の
問

に
誕

生

(下

二
五
〇
)
。
大
納

言

の
宇

治

の
若

君

と

と
も

に
、

中

宮

(女
)
の
も

と

で
遊

ぶ
(下

二
五

二
)
。

そ

の
後

、

立

坊

(下

二
五
九
)
。

(7
)

さ
ん
の
み
や

三
の
宮
(転

の
)-ー
帝
の
第
三
の
御
子
。

御
母
は
中
宮

(女
)
。

中

宮

(女
)
二
十

三
歳

よ

り

二
十

九
歳

ま

で

の
間

に
誕

生

(下

二
五
〇
)
。

(8
)

ひ
め
み
や

姫
宮
(墾

11
帝
の
篁

の
御
客

御
母
は
中
實

女
).

中
宮
(女
)
二
十
三
歳
よ
り
二
十
九
歳
ま
で
の
間
に
誕
生
(下
二
五
〇
)
。
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良奈

(9
)

〔
み
こ
た
す
う
〕
御
子
多
数
11
帝

の
御
子
。
御
母
は
中
宮
(女
)
。

中
宮
(女
)
二
十
三
歳
よ
り
二
十
九
歳
ま
で
の
聞
に
誕
生
(下
二
五
〇
)
。

(10
)

よ
し
の
の
み
や

吉
野
の
宮
(鉱
紬
糊
)H
先
帝
の
第
三
の
御
子
。

〔
呼
称
〕
宮

・
聖

の
宮

〔
注
〕
(4
)
「帝
」
参
照
、

渡
唐
し
て
唐
の

一
の
大
臣
の
娘

と
結
婚
し
、
女
児

二
人
を
儲
け
る
。
し
か
し
、

妻
が
死
亡
し
て
悲
嘆
の
あ
ま
り
出
家
を
と
げ
よ
う
と
ま
で
考
え
た
が
、
二
人
の
女

児
が
あ
る
た
め
に
そ
れ
も
で
き
ず
、
た
だ
心
だ
け
出
家
し
た
気
持
を
抱
く
。
や
が

て
妻
の
父
も
娘
を
亡
く
し
た
悲
嘆

の
た
め
病
死
し
た
が
、
再
婚
問
題
に
絡
ん
で
殺

害
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
の
で
女
児
を
連
れ
て
日
本
に
帰
国
し
、
都
で
人
目
を
忍
ん

で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
に
、
ど
う
し
た
わ
け
か
即
位
企
図
の
噂
が
流

れ
た
の
で
俄
に
出
家
剃
髪
し
、
吉

野
山
の
麓
に
景
色
の
よ
い
御
領
地
が
あ

っ
た
所

に
女
児
と
と
も
に
隠
れ
住
む
(上
四
九
)。

万
事
に
す
ぐ
れ
、

学
才

・
陰
陽

・
天
文

・
夢
解
き

・
相
人
な
ど
の
知
識
を
持

つ
人
で
あ
る

(上
四
九
)。

中
納
言
(女
)
の
訪

問
を
快
く
迎
え
、

そ
の
す
ぐ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
心
す
る
(上
五
九
)が
、

そ
の
後

も
大
将
(女
、
も
と
中
納
、口)
の
来
訪

を
待
ち
受
け
て
大
将
(女
)
を
慰
め
(上

一
一
〇
)、

真
心
を
こ
め
て
護
身
の
祈
藤
な
ど
し
、

薬
も
さ
し
上
げ
ら
れ
る
(上
=

○
)。

翌

年
三
月
十
余
日
、
二
条
殿
に
引
取
ら
れ
て
行
く
大
君

・
中
君
と
別
れ
を
惜
し
ん
で

歌
を
贈
答
し
(下
二
一
六
)
、
後
、
い
ち
ず
に
仏
道
に
精
進
す
る
(下
一=

七
)。

("
)

か
ん
ば
く
の
き
た
の
か
た

関
白
の
北
の
方

(駅
硫

鰻

の
)
11
吉
野

の
宮

の
第

一
の
女

。

母

は

吉

野

の
宮

の
北

の
方

。

〔
呼

称

〕
姉

宮

・
大
君

吉

野

を

訪

れ

た

中
納

言

(女

)
と

歌

を

贈

答

す

る

(
上
六
二

.
中

一
一
一
)
。

後

、

行

方

不

朋

の
大
将

(女
、
も

と
中
納

冒
)
を

探

し

に
吉

野

に
来

た
尚

侍

(男
)
と
密

通

し

た

り

(中

一
六
五
)
、

歌

を

贈

答

し

た

り

す

る

(中

一
七

一
)
。

翌

年

三
月

十

余

日
、

今

大

将

(男
、
も
と
尚
侍
)
に

伴

な

わ

れ

、

吉

野

よ

り

二
条

殿

に

引
取

ら

れ

て

今

大
将

(男
)

の

正
妻

と

な

る

(
下
二

一
五
)
。

父

宮

と

別

れ

に
際

し

歌

を
贈

答

す

る
(
下
一
=

五
)
。

実

子

が

な

い
の

で
、

内

大

臣

(
も
と
今
大
将
)
の
、

春

宮

(女

一
の
宮
)
腹

の
若

君

(大

若
君
)
や

、
大
納

言

の

乙
姫

君

(妹
中

の
君
と
の
間

の
子
)
を

引

取

っ
て
養

育

す

る

(
下

二
五

一
)

。

(21
)

な
い
だ
い
じ
ん
の
き
た
の
か
た

内
大
臣
の
北
の
方
(魏
趨

郷

泌
)11

吉
野
の
宮
の
第
二
の
女
。
母
は
吉
野
の
宮
の
北
の
方
。

〔
呼
称
〕
中

の
君

三
月
十
余
日
、
今
大
将
(男
、
も
と
尚
侍
)
に
伴
な
わ
れ
、
姉
大
君
と
と
も
に
吉
野

よ
り
二
条
殿
に
引
取
ら
れ
る
(下
二
一
五
)。

父
宮
と
別
れ
に
際
し
歌
を
贈
答
す
る

(下
二
一
五
)
。

翌
年

の
六
月
十
余
日
、
今
大
将
の
手
引
で
中
納
言
に
逢
い
、

縁
組

(下
二
四
〇
)。

そ
の
年
の
冬
、
宇
治
の
若
君
を
預
か

っ
て
養
育
す
る
(下
二
四
五
)
う

ち
に
姫
君
二
人

・
若
君

一
人
(
い
ず
れ
も
大
納
一.口〔も
と
中
納
言
〕
と
の
間
の
子
)
を
出
産

し
、
乙
姫
君
は
、
姉
吉
野
の
宮
の
大
君
の
養
女
と
す
る
(下
二
五

一)
。

(31
)

し
き
ぶ
き
ょ
う
の
み
や

式
部
卿
の
宮
(誌

麓

や
)11
帝
の
叔
璽

〔
注
〕
(14
)
「内
大
臣
」
参
照
。

中
納
言
が
宇
治
の
若
君
を
連
れ
て
帰
京
す
る
条
に
、

「
若
君
具
し
て
、
京
の
宮

に
ま
つ
出
で
た
ま
ひ
て
」
(中

一
八
二
)
と
あ
る
。

(41
)

な
い
だ
い
じ
ん

内
大
臣
(糖

郁
)11
式
部
卿
の
宮
の
子
。

〔
呼

称

〕

式

部
卿

の
宮

の
巾

将

・
宰

相

中

将

・
権

中

納

言

・
中

納

百

・
大
納

言

・

源

大

納

言

・
中

宮

の
大

夫

・
大
将

侍

従

(女
)
よ
り

二
歳

ぐ

ら

い
年
長

で

、

侍

従

(女
)
に

は
及
ぼ

な

い
が

、

一
般

人

よ
り

美

し
く

上

品

で
好

色

な

の
で

(
上

一
六
)
、

大

将

(権
大
納
言
)
の
姫

君

(男
)
と

四

の
君

の

二
人

と
も

に
懸

想

し

(上

一
六
)
、

侍

従

(女
)
に
姫

君

(男
)
の

こ

と

を

語

る

(上

一
六
)
。

そ

の

う

ち

に

、
今

ま

で
中

将

で
あ

っ
た

が
宰

相

を
兼

任

す

る
(
上

一
九
)
。

九
月

十

五

日
、

月

明

の
夜

、

内
裏

宿

直

の
中

納

言

(女
、
も
と
の
侍
従
)
を
探

し
あ

て
、
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姫
君
(男
)
の
こ
と
に
つ
い
て
取
持

っ
て
く
れ
な
い
恨
み
を
言

っ
て
口
説
く
(上
二
二
)

と
同
時
に
、
中
納
言
(女
)
の
美
し
さ

に
魅
力
を
感
じ
、

女
と
し
て
見
た
い
と
恋
し

く
思
う
(上
二
四
)
。
あ
た
か
も
中
納
言
(女
)
の
横
笛
と
尚
侍
(男
)
の
琴
を
立
ち
聞
き
、

中
納
言
(女
)
の
も
と
へ
行
く
(上
三
二
)。
中
納
言
(女
)が
宮
中
の
宿
直
の
た
め
不
在

中
、

四
の
君
と
密
通
し
(上
三
五
)、

四
の
君
は
懐
妊
の
兆
候
が
現
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
(上
三
六
)。

四
の
君
の
女

房
左
衛
門
の
も
と
に
た
び
た
び
四
の
君
宛
の
手

紙
を
届
け
る
(上
三
七
)。

中
納
言
(女
)
に
対
面
し
て
、
最
近
身
体
不
調
な
る
こ
と

を
話
す
が
、

事
情
を
察
し
た
中
納
言
(女
)
か
ら
恋
の
病
だ
と
嫌
味
を
言
わ
れ
て
帰

っ
て
し
ま
う
(上
四
〇
)。
し
か
し
、

そ
の
後
も
左
衛
門
の
手
引
で
、

し
ば
し
ば
四

の
君

の
も
と
に
通
い
(上
四
一
)、

四
の
君
の
出
産
後
、

産
養
の
あ
る
日
も
四
の
君

の
も
と
に
忍
び
入
る
が
、
扇
や
畳

紙
な
ど
を
落
と
し
て
お
い
た
た
め
に
、
四
の
君

の
密
通
相
手
で
あ
る
こ
と
を
中
納
言
(女
)
に
知
ら
れ
る
(上
七
三
)。

一
方
、

尚
侍

(男
)が
物
忌
の
時
、

宰
相
の
君
に
手
引
さ
せ
て
尚
侍
(男
)
の
も
と
に
忍
び
い
る
が
、

す
か
さ
れ
て
帰
り
(上
七
六
)、

贈
答

の
歌
が
あ
る
。

そ
の
後
は
、
尚
侍
(男
)か
ら

手
紙
も
来
ず
、

四
の
君
に
も
逢
え
ず
、

恋
情
を
中
納
言
(女
)に
移
し

(上
七
九
)、

中
納
言
(女
)
の
い
る
西
の
対
に
行

っ
て
中
納
言
(女
)
と
密
通
す
る
が
、
こ

の
時
、

初
め
て
中
納
言

(女
)
の
男
性
で
な

い
こ
と
を
看
破
す
る

(上
八
二
)。
た
び
た
び
中

納
言
(女
)
と
贈
答
歌
が
あ
り

(上
八
四
)、

四
の
君
と
の
逢
瀬
の
機
会
を
、

中
納
言

(女
)
に
作

っ
て
も
ら

っ
た
り
す
る
(上
八
九
)
ほ
か
、
中
納
言
(女
)が
月
の
障
り
の
た

め
、

六
条
近
辺
の
乳
母
の
家
に
い
る
時
、
中
納
言
(女
)
を
訪
問
(上
九
一
)、

一
夜

共
寝
し
て
、

中
納
言
(女
)
に
、
女

の
姿
に
還
る
よ
う
勧
告
す
る
(上
九
二
)。

か
く

て
権
中
納
言
に
昇
進

(上
一
〇
四
)、

同
時
に
右
大
将
に
昇
進
し
た
中
納
言

(女
)
に

祝
い
の
手
紙
を
出
す
。
四
の
君
か

ら
も
官
位
昇
進
祝

い
の
手
紙
を
受
取
る
が
、
そ

の
手
紙
を
発
見
し
た
大
将

(女
、
も
と
中
納
言
)
か
ら
嫌
味
を
言
わ
れ
る

(上
一
〇
六
)。

し
か
し
、

懐
妊
中
の
大
将
(女
)
を
隠
ま
う
た
め
、

大
将
(女
)
と
宇
治

へ
籠
る
日
を

約
し
(中

一
〇
九
)、
い
よ
い
よ
大
将

(女
)
を
伴
な

っ
て
宇
治

へ
行
く
こ

と

に
な

る

(中

=

七
)。
宇
治
到
着
の
翌
朝
、大
将
(女
)を
女
の
形
に
変
わ
ら
せ
る
(中

=

八
)
。

一
方
、
左
衛
門
か
ら
の
手
紙
で
四
の
君
の
病
状
が
悪
い
こ
と
を
知

っ
て
、
京
都
の

四
の
君
の
も
と
に
行
き

(申

一
二
四
)、

四
の
君
の
看
病
の
た
め
、

五

.
六
日
間
そ

こ
に
滞
在
す
る
(中
一
二
五
)が
、
再
び
宇
治

へ
行
き
、
大
将
(女
)を
懐
妊
中
も
出
産

時
も
看
病
す
る
(中
一
二
七
・
中

一
四
三
)。
そ
の
後
、

四
の
君
の
も
と

へ
行
き
、
そ

の
懐
妊
に
つ
い
て
何
か
と
世
話
を
す
る
が
、
七

・
八
日
間
、

大
将
(女
)に
は
何
の

た
よ
り
も
し
な
い
で
、

久
し
ぶ
り
に
宇
治

へ
来
て
大
将
(女
)
に
四
の
君
の
噂
を
す

る
(中

一
四
七
)。

そ
の
日
の
夕
方
、

四
の
君
の
出
産
が
近
い
こ
と
を
京
都
か
ら
の

使
に
聞
い
て
、

急
遽
、
京
都
に
帰
り
(中

一
四
八
)、

い
っ
た
ん
宇
治
に
来
る
が
、

再
び
京
都
か
ら
の
使
が
四
の
君

の
容
態
の
険
悪
な
こ
と
を
宇
治
に
告
げ
に
来
た
の

で
京
都
に
帰
る
が
、
そ
の
翌
朝
四
の
君
が
安
産
し
た
の
で
、
四
の
君
の
も
と
か
ら

そ
の
旨
を
大
将
(女
)
に
報
告
す
る
(中

一
六
〇
)。

や
が
て
大
将
(女
)
は
宇
治
か
ら
吉

野
に
脱
走
す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
四
の
君
の
も
と
か
ら
宇
治
に
来
て
、

大
将
(女
)
の
姿
の
見
え
な
い
こ
と
を
嘆
き
悲
し
む
(中

一
六
六
)
。
仕

方

な
く
宇

治

の
若
君
を
連
れ
て
帰
京
し
、
参
内
す
る
が
、

今
大
将
(男
、
も
と
尚
侍
)
を
見

て

も
、

今
尚
侍
(女
、
も
と
大
将
)
と
取
り
替
わ

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
か
ず
、

も

と

の

大
将
(女
)
の
行
方
を
案
じ
て
い
る
(中

一
八
二
)。

四
の
君
か
ら
も
見
捨
て
ら

れ

た

の
で
、

左
衛
門
に
会

い
、

四
の
君
を
恋
い
慕

っ
て
い
る
こ
と
を
話
す
(下
二
二
二
)。

結
局
、
今
大
将
(男
)
の
二
条
殿
で
吉
野
の
姫
君
た
ち
を
か
い
ま
み
、

六
月
十
余
日
、

吉
野
の
宮
の
中
の
君
と
縁
組
(下
二
四
〇
)
。
同
年
冬
、大
納
言
に
昇
進
し
(下
二
四
五
)、

翌
年
四
月
、
中
宮
の
大
夫
を
兼
任
(下
二
四
七
)
、

や
が
て
内
大
臣
で
大
将
を
兼
任

す
る
(下
二
五
八
)
。

(51
)

ふ
じ
つ
ぼ
の
に
ょ
う
ご

藤
壷
女
御

(
騎

器

の
)
11
内
大
臣
の
第

一

の
女
。
母
は
関
白
の
北
の
方
。

〔
呼
称
〕
姫
君

・
大
姫
君

中
納
言
(女
)十
七
歳
ま
た
は

十
八
歳
の
時
に
誕
生
す
る
(上
七
一
)。

や
が
て
人
形
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大良ブく
刀、

の

よ

う

に
物

に

つ
か

ま

っ
て
立

上

り

な

ど

し

(中

=

二
)
、
大

将

(女
、
も
と
中
納

言
)

の

あ

と

を
慕

っ
た

り

す

る

(中

=

四
)
。

成

人

し

て
今

上

の
女

御

と
な

り

、

藤

壷

に

い

る

(下

二
五
九
)
。

〔
注

〕

二
五

九
頁

に

、

「
今

の
関

白

殿

の

四

の
君

腹

の
大

姫

君

、

女

御

に
ま

ゐ
り

た

ま

ひ

て

、

藤

壷

に

さ

ぶ

ら

ひ

た

ま

ふ
。
」

と

見

え

る
。

た

だ

し

、

今

の
関

臼

(も

と
今
大
将
、
男
)
に

は

、

そ

の
実

際

の

子

と

し

て

、

四

の
君

腹

の
姫

君

と

い

う

の

は

一
人

も

な

く

、

二
五

八
頁

に
も

、

「
四

の
君

腹

の
姫

君

た

ち

は

な

ち

て

は
、

女

も

も

の

し

た

ま

は

ね
ば

」

と

あ

る
が

、

四

の
君

は
す

で

に
今

の
関

白

の
北

の

方

と

し

て

二
条

殿

に

い
る

は
ず

で

あ

る

か

ら

、

実

は
内

大
臣

(も

と
中
納
言
)
と

四

の
君

と

の
間

の
子

も

、

と

も

に

今

の

関

白

殿

の
も

と

で
養

育

さ

れ

て

い

た

と

見

る

べ
き

で

あ

る

。

な

お

、

二
五

九
頁

の
本

文
中

の

「
大

姫

君

」

と

は

、
姫

君

中

で

も

年

長

者

を

指

し

て

言

っ
た

も

の
と
考

え

ら

れ

る

。
岡

本

保

孝

の

『
取

替

ば

や

物

語

考

系

譜

』

三

三

頁

(
国
文
学

註
釈
叢
書
本
)
に
も

、

こ

の

「
藤

壷

女

御

」

に
相

当

す

る

「
女

」

と

、

17

「
姫

君

」

に
相

当

す

る

「
女

」

と

の
両

人

を

、

28

「
関

臼

」

に
相

当

す

る

「
男

君

」

の
子

と

し

て
系

図

を
作

成

し

、

さ

ら

に

、

「
コ
ノ
両

人

ハ
、

ミ

ナ
、

式

部

卿

ノ
御

子

ノ
、

四
君

ニ
ウ

マ
セ

タ

ル

ナ

リ

。
」

と

施

注

し

て

い

る
。

(61
)

さ
ん
み
の
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

三
位
中
将
(㍑

偽

ち
ゅ
う
、凸

大
臣
の

第

二
子

。

母

は

中

宮

(女

)
。

〔
呼

称

〕

宇

治

の
若

君

大

将

(女
)
十

九
歳

の

七
月

一
日

、

宇

治

で
誕

生

す

る

(中

一
四
四
)
。

同

年

冬

、

中

納

言

に
連

れ
ら

れ

て
帰

京

(中

一
八
二
)
後

、

吉

野

の
宮

の
中

の
君

に

預

け

ら

れ

養

育

さ
れ

る

(下

二
四
五
)
。

中

宮

(女
、
も

と
の
大
将
)
二
十

九

歳

の
春

、

十

一
歳

の

時

、

中

宮

(女
)
の
も

と

で

い
ろ

い
ろ

語

り

、

中

宮

を

母

君

か

と

思

う

(中

二
五
二
)
。

そ

の
後

、

三

位

中

将

に
昇

進

す

る
(
下
二
五
九
)
。

("
)

ひ
め
ぎ
み

姫
君
(㍊

)
11
内
大
臣
の
第

二
の
客

母
は
関
白
の
北
の

方

。

〔
注

〕

(
15
)

「
藤

壷

女

御

」

参

照

。

大

将

(女
)
十

九

歳

の
秋

、

誕

生

(中

一
六
〇

・
一
六
九
)
。

(81
)

ひ
め
ぎ
み

姫
君

(㍊

)
11
内
大
臣
の
第
三
の
客

母
は
内
大
臣
の
北

の
方

。

巾

宮

(
女
)
二
十

三

歳

よ

り

二
十

九
歳

ま

で

の
間

に
誕

生

(
下
二
五

一
)
。

(91
)

お
と
ひ
め
ぎ
み

乙
姫
君

(難

茄
)
11
内
大
臣
の
第
四
の
女
.
母
は
内

大
臣
の
北
の
方
。

巾
宮
(女
)
二
十
三
歳
よ
り
二
十
九
歳
ま
で
の
間
に
誕
生
し
、

や
が
て
吉
野
の
宮

の
大
君
(関
白
の
北
の
方
)
に
養
育
さ
れ
る
(下
二
五

一)
。

(　0
)

わ
か
ぎ
み

若
君

(勢

11
内
大
臣
の
第
李

.
母
は
内
大
臣
の
北
の

方

。

巾

宮

(女
)
二
十

三

歳

よ

り

二
十

九
歳

ま

で

の
間

に
誕

生

(
下
二
五

一
)
。

(12
)

お
お
い
ど
の

大
殿
(耀

い
)11
姫
君
(男
)
・
薫

(女
)
の
祖
翁

〔
注
〕
上
巻
、

姫
君
(男
)裳
着
の
条
に
、

「
大

殿

ぞ

御

腰

は
結
ひ
た
ま
ふ
。」

(
一
二
頁
)と
あ
り
、

川
端
康
成
氏
は
、

こ
の

「大
殿
」
を

「父
の
大
将
」
と
さ

れ
(『現
代
語
訳
国
文
学
全
集
」
第
三
巻
所
収
「と
り
か
へ
ば
や
物
語
」
二
四
四
頁
)、
『
全

訳
王
朝
文
学
叢
書
』
の
訳
本
に
は

「姫
君
の
祖
父
君
」
(
=

頁
)
と
あ
る
が
、

「
大
殿
も
、
今
は
御
年
七
十
に
お
よ
び
、
御
や
ま
ひ
も
お
も
く
の
み
お
ぼ
さ
る

れ
ば
、
御
ぐ
し
お
ろ
し
た
ま
ひ
て
」
(
一
七
頁
)
の

「大
殿
」

と
同

一
人
物
で
あ

る
と
見
な
し
て
お
く
。
な
お
、
拙
著

『平
安
末
期
物
語
に
つ
い
て
の
研
究
』
所

収

「
第
三
篇
と
り
か

へ
ば
や
物
語

第
八
章

『
大
殿
」

『宰
相

の
君
』
考
」
参

照
。
姫
君
(男
)
の
裳
着
の
際
、
裳
を
結
う

(上

一
二
)
が
、

七
十
歳
に
な
っ
て
重

病
の
た
め
剃
髪
(上

一
七
)
。

(22
)

だ
じ

ょ
う
だ
い
じ
ん

太
政
大
臣
(詫

雛

11
大
殿
の
笙

子
.

〔
呼
称
〕
右
大
臣
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若
君
(女
)
の
元
服
の
際
、
冠
を
着

せ
る
(上

一
三
)。
娘
の
四
の
君
と
若
君
(女
)
と

結
婚
さ
せ
た
い
と
思
い
(上
一
三
)
、
若
君

(女
)
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、

そ
の
縁
談
を
積
極
的
に
進
め
て
結
婚
さ
せ
る
(上

一
九
)。

四
の
君
が
中
納
言
と
の

密
通
に
よ
り
懐
妊
三

・
四
か
月
に
な

っ
た
こ
と
を
知
り
、
正
式
の
夫
婦
関
係
に
よ

る
懐
妊
と
信
じ
て
大
い
に
喜
ぶ
(上
四
二
)。

密
通
事
件
そ
の
他
で
厭
世
心
を
起
し

て

一
時
吉
野
に
姿
を
隠
し
た
中
納
言

(女
、
も
と
若
君
)
が
十
余
日
後
に
帰

っ
た
の

を
見
て
喜
ん
だ
(上
六
八
)が
、
そ
の
原
因
を
知

っ
て
情
な
く
思
う
(中

一
二
二
)と
と

も
に
四
の
君
を
勘
当
す
る
(中

一
二
三
)
。
そ
の
後
、
四
の
君
の
勘
当
を
許
し

(中

一

七
三
)
つ
い
に
は
太
政
大
臣
に
昇
進
す
る
(下
二
五
八
)
。

(32
)

す
ざ
く
い
ん
の
に
ょ
・三

朱
雀
院
の
女
御

(餌
賢

読

)
共

政
大

臣
の
第

一
の
女
。
御
母
は
太
政
大
臣
の
北
の
方
。

〔
呼
称
〕
大
君

春
、
若
君
(女
)元
服
、

姫
君
(男
)裳
着
の
条
に
、

「
こ
の
大
臣
は
、

姫
君
の
か

ぎ
り
ぞ
四
人
持
ち
た
ま

へ
る
。
大
君
は
内
の
女
御
、
中
の
君
は
春
宮
の
女
御
、
三

四
の
君
は
た
ゴ
に
て
お
は
す
る
を
」
(上

一
三
)
と
あ
り
、

一
五
頁

に
、

「
右
大
臣

殿
の
女
御
、
や
ん
ご
と
な
く
て
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
ぬ
れ
ど
、

一
の
人
の
御
む
す
め

な
ら
ね
ば
、

后
に
も
え
ゐ
た
ま
は
ず
。」

四
四
頁
に
、

「
い
で
や
、
そ
こ
に
は
、

大
将
、
女
御
の
御
方
々
を
こ
そ
思

ひ
き
こ
え
た
ま

へ
れ
、
こ
の
御
方
に
は
お
ろ
か

な
る
な
め
り
。

か
く
し
る
く
な
る
ま
で
知
ら
ぬ
人
や
あ
る
。」

な
ど
と
見
え
る
。

〔
注
〕
従
来
、
こ
の

「
朱
雀
院
の
女
御
」
と
(51
)
「
梅
壷
女
御
」
と
は
、
同

一
人

物
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
別
人

で
あ
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
の
で
検
討
し
て

お
く
。

前
者
と
見
る
の
は
、

拙

著

『
凌
明
本
と
り
か

へ
ば
や
』

の
傍
注
、
校

註
国
文
叢
書
本

・
校
註
日
本
文
学
大
系
本

・
『
全
訳
王
朝
文
学
叢
書
』
の
訳
本

の
頭
注
、

川
端
康
成
氏
の

「
と
り
か

へ
ば
や
物
語
」
(『現
代
語
訳
国
文
学
全
集
」

第
三
巻
所
収
)
の
注
な
ど
で
あ
る
が
、

岡
本
保
孝
の

『取
替
ば
や
物
語
考
系
譜
』

に
は
、

右

大

臣

年

七
十
。

入
道
。

大
君

ー
中
君

1
三
君

朱

雀

院

女

御

仙

洞

女

御

。

内

侍
督

ノ
中

宮

ニ
ナ

リ
タ

マ
ヒ

テ

ヨ
リ
、

ヨ

ヲ
ウ

ラ

ミ

コ
モ
リ
居

給

フ
。

1

四
君

(下
略
)

(三
三
頁
)

と
あ
り
、
別
に
、

梅
壷
女
御

仙
洞
ノ
女
御
ナ
ル
ベ
シ
。
殿
ノ
姫
君
、
男

ノ
マ
ネ
シ
テ
居
給
ヒ
シ
比
、

コ
ノ
女
御
ノ
御
イ
キ
ホ
イ
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ミ
給

ヒ
シ
コ
ト
ア
リ
。

(三
六
頁
)

と
見
え
る
。
右
の
説
明
文
巾
の

「
仙
洞
」
と
は
(4
)
「帝
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、

保
孝
の
右
の
記
述
の
仕
方
に
よ
る
と
、

「
大
君
」
と

「梅
壷
女
御
」
と
は
全
く

別
人
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
小
木
喬
博
士
は
、

「古
と
り

か

へ
ば
や
物
語
の
復
原
」
(「平
安
交
学
研
究
」第
四
+
七
輯
)
の
中
で

(24
)
「帝

の

女
御
」
す
な
わ
ち

「太
政
大
臣
の
第
二
の
女
」
を

「
梅
壷
女
御
」
と
す
べ
き
こ

と
を
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
梅
壷
女
御
」
は
、

中
納
言
(女
)

十
六
歳
秋
九
月
十
五
日
の
条
に
登
場
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
は
全

く
名
前
さ
え
現
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
右
の
条
に
は
、
た
ま
た
ま

「梅
壷
女
御
」

が
帝
の
御
寝
所
に
参
上
な
さ
る
場
面
が
描
か
れ
、
女
御
は

「
い
み
じ
く
も
て
な

し
か
し
つ
か
れ
た
ま
ふ
さ
ま
」
(
二
一
頁
)
で
あ
り
、

し
か
も
、

そ
の
姿
を
見
た

中
納
言
(女
)が
、

自
分
が
本
来
の
女
姿
で
あ

っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
様
子
に
待

遇
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
羨
ま
し
く
思

っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の

「梅
壷
女
御
」

は
、
帝
に
は
こ
と
の
ほ
か
に
御
寵
愛
を
蒙

っ
た
女
御
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
後
に
、

中
納
言
(女
)が
中
宮
(女
)
に
な

っ
て
帝
の
御
寵
愛
を

一
身
に
あ

つ
め
ら
れ
た
た
め
、

「右
の
大
臣
の
女
御
は
、
人
よ
り
さ
き
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ

て
、

わ
れ
は
と
お
ぼ
し
た
り

つ
る
に
」
(二
五
〇
頁
)
肩
身
狭
く
思
わ
れ
て
里

へ

退
出
し
て
し
ま
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「
右
の
大

臣

の
女
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御
」
は
、
(24
)
「
帝
の
女
御
」
で
、
し
か
も
、
帝

の
女
御
の
中
で
最
古
参
格
の

女
御
(右
大
臣
の
中
の
君
。
も
と
春
宮
の
女
御
)で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ

て
、
前
記

「
梅
壷
女
御
」
と
い
う
女
御
と
は
同

一
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
き

わ
め
て
濃
厚
で
あ
る
が
、
よ
り
強
度
の
確
証
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
こ
で
は
、

一

応
、
別
人
と
見
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
ち
な
み
に
、
最
古
参
格
の
女
御
で
あ
る

「右
の
大
臣
の
女
御
」
に

つ
い
て
は
、

拙
著

「
凌
明
本
と
り
か
へ
ば
や
」
の
傍

注
に
、右

大
臣

の
大
姫
君
と
き
こ
え
し
は
こ
の
物
語

の
前
に
ま
い
り
給
ふ
と
兄
え

た
り
(三
三
六
頁
)

と
あ
る
が
、
前
述
の
ご
と
く

「
右
大
臣

の
大
姫
君
」

は

「朱
雀
院
の
女
御
」
で

あ
る
か
ら
、

「
右
の
大
臣
の
女
御
御
退
出
」
と
は
何
等
の
関
係
も
な
い
は
ず
で
、

傍
注
の
失
考
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
。

(42
)

み
か
ど
の
に
ょ
う
ご

帝

の
女
御

(鷺

誌

)
11
太
政
大
臣
の
第

二
の

女
。
御
母
は
太
政
大
臣
の
北

の
方
。

〔
呼
称
〕
中

の
君

・
春
宮
の
女
御

〔
注
〕
(23
)
「
朱
雀
院
の
女
御
」
参

照
.

中
宮
(女
)
に
対
す
る
帝

の
御
寵
愛
が
深
く
な
る
た
め
、

肩
身
狭
く
思
わ
れ
て
里

へ
退
出
す
る
(下
二
五
〇
)
。

(　　
)

さ
ん
の
き
み

三
の
君

蕊

の
)⊥

政
大
臣
の
第
三
の
女
、

御
母
は

太

政

大

臣

の
北

の
方

。

〔
呼

称

〕

大

将

の
上

?

〔
注

〕

(
23
)

「
朱

雀

院

の
女

御

」

・
○

「
大

将

」

参

照

。

四

四

頁

に

「
い
で

や

、

そ

こ
(
右
大
臣

ノ
北

ノ
方
)
に

は
、

大

将

、

女

御

の
御

方

々

を

こ
そ

思

ひ
き

こ
え

た

ま

へ
れ

、

こ

の
御

方

(四

ノ
君
)
に
は

お

ろ
か

な

る
な

め

り

。
」

と

あ
り

、

こ

の

「
大

将

」

は

「
大

将

の
北

の
方

」

の
意

で
、

「
大

君

」

の
誤

写

と
も

考

え

ら

れ

る
が

、

桑

原

博

史

氏

は

、

三

の
君

で

あ

ろ

う

と

説

い
て

お

ら

れ

る

(『
と
り
か

へ

ば

や
物
語
O
』
一
五
六
頁
)
。

ま

た

、

七

三
頁

に

「
ひ
と

つ
に

よ

ろ

こ
び

て
、

殿

上

御

湯

殿

、

大
将

殿

の
上

迎

へ
湯

な

ど

、
も

て

さ
わ

が

る

＼
に

、
」

と
あ

る
が

、

こ
の

「
大

将

殿

の

上
」

も

「
三

の
君

」

で
あ

ろ

う

か

。

四

の
君

の
安
産

(宰
相

中
将

と
の
問
の
子
)

を

喜

び

、
迎

え
湯

の
役

を

す

る

の

で
あ

る
。

(　　
)

か
ん
ば
く
の
き
た
の
か
た

関
白
の
北
の
方
(嵐
魏

擾

の
)11
太
政
大

臣
の
第
四
の
女
。
御
母
は
太
政
大
臣
の
北
の
方
。

〔
呼
称
〕
四
の
君

(初
め
、
三
位
中
将
〔女
、
後
、
中
宮
〕
ノ
北
ノ
方
。
後
、
内
大
臣
ノ
北

ノ
方
)

〔
注
〕
(23
)
「朱
雀
院
の
女
御
」
参
照
。

物
語
の
初
め
で
は
独
身
で
あ

っ
た
が
、

三
位
巾
将
(女
)が
男
性
で
あ
る
と
ば
か

り
信
じ
て
、
十
九
歳
に
な
る
ま
で
に
結
婚
す
る
(上
一
九
)。

申
納
言

(女
、
も
と
一.一

位
中
将
)
が
十
七
歳

の
春
、
中
納
言

(女
)
が
宮
中
の
宿
直
の
た
め

邸
に
不
在
で
あ

っ
た
時
、
忍
び
込
ん
で
来
た
宰
相
中
将

に
犯
さ
れ
(上
三
五
)
、

そ
の
事
件
後
、

悪

阻
に
悩
む
(上
三
六
)。

し
か
し
、

四
の
君
の
乳
母
子
の
女
房
左
衛
門
の
手
引
で
宰

相
中
将
は
し
ば
し
ば
通

っ
て
来
る
の
で
、
し
だ

い
に
宰
相
中
将
を
恋
し
く
思
う
よ

う
に
な
る
(上
四

一
)。

懐
妊
三

・
四
か
月
に
な
り
、
実
情
を
知
ら
な
い
父
右
大
臣

を
大
い
に
喜
ば
せ

(上
四
二
)、
や
が
て
姫
君

(宰
相
中
将
と
の
間
の
子
)
を
出
産
す
る

(上
七
一
)
。
そ
の
後
、

七
日
目
に
大
将
殿
の
産
養
が
あ
る
日
、

宰
相
中
将
が
左
衛

門
の
手
引
で
忍
び
入
り
(上
七
三
)、
再
び
宰
相
巾
将
の
胤
を
宿
す
(上
九
五
)。
宰
相

中
将
は
巾
納
言
に
昇
進
し
た
が
、
四
の
君
は
そ
の
官
位
昇
進
祝
い
の
手
紙
を
出
す

一
方
、
吉
野

へ
逃
避
し
て
帰
京
し
た
夫
の
大
将
(女
、
も
と
中
納
召
)
と
贈
答
の
歌
を

詠
ん
だ
り
す
る
(中

一
一
三
)。

し
か
し
、

大
将
の
逃
避
が
中
納
言
と
の
密
通
事
件

に

一
因
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
父
右
大
臣
に
勘
当
さ
れ
た

(中

一
二
三
)
ま
ま
再
び

姫
君
を
出
産
す
る
(中

一
六
〇
)が
、

や
が
て
許
さ
れ
て
父
右
大
臣

に
引
取
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
(中

一
七
〇
)。
そ
の
後
、今
大
将
(男
)
に
逢

っ
て
契
を
結
び
(中
一
八
〇
)、

十

二
月
ご
ろ
懐
妊

(下
二
一
八
)、

翌
年
八
月
晦
日
、
出
産
の
た
め
、
二
条
殿

へ
参
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上

し

(下

二
四

三
)
、

九

月

一
口

ご

ろ
若

君

(今
大
将
〔
男
〕
と
の
間

の
子
)
を
出

産

す

る

ほ
か

、

数

年

後

、

三

人

の
若

君

(
い
ず

れ
も
今
大
将

〔
男
〕
と
の
間

の
子
)
を
出

産

す

る

(下

二
五

一
)
。

("
)

に
ゅ
う
ど
う
か
ん
ば
く

入
道
関
旦

鷲

警

く
)11
大
殿
の
第
ニ
モ

〔
呼
称
〕
権
大
納
言

・
大
将

・
大
殿

・
殿

・
左
大
臣

〔
注
〕
(28
)
「
関
白
」
と
区
別
す

る
た
め
、
便
宜
上

「
入
道
関
白
」
と
す
る
。

い
つ
の
こ
ろ
か
、
権
大
納
言
で
大

将
を
兼
任
し
て
お
り
、
容
貌

・
学
才

・
性
質

・
人
柄

・
世
評
、
な
ど
す
べ
て
並

々
で
な
く
、
何

一
つ
不
満
な
点
は
な
か

っ
た
が
、

子
供
の
こ
と
だ
け
が
た
だ

一
つ
悩
み
の
種
で
あ

っ
た
(上
五
)。

と
い
う
の
は
、
男

君

に
次
い
で
女
君
が
誕
生
し
た
が
、

二
人
の
性
格

・
態
度
が
そ
れ
ぞ
れ
女
性
的

・

男
性
的
で
あ

っ
た
か
ら
で
、
二
人
を

「
と
り
か
へ
ば
や
」
と
言

っ
て
嘆
き
、
結
局
、

若
君
を
姫
君
(男
)、
姫
君
を
若
君
(女
)
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
(上
七
)。
二
人
の
子
供

の
母
北
の
方
は
別
々
の
人
で
あ

っ
た
の
で
、

一
か
月
の
う
ち
十
五
日
ず

つ
そ
れ
ぞ

れ
の
北
の
方
の
も
と
に
通
う
よ
う
に
し
て
い
た
(上
八
)。

姫
君
(男
)が
十
二
歳
の

春
、
物
忌
の
た
め
つ
れ
づ
れ
な
る
時

、
姫
君
(男
)
の
い
る
東
の
対

へ
渡
る

(上
八
)

が
、

そ
の
女
性
的
行
状
を
見
て
悲
嘆
に
く
れ
(上
九
)、

つ
い
で
若
君
(女
)
の
い
る

西
の
対

へ
渡
る
が
、

そ
の
男
性
的
行
状
を
見
て
同
じ
く
悲
嘆
す
る
(上

一
〇
)。

し

か
し
若
君
(女
)
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
思
い
慰
む
(上

一
三
)。

や
が
て
帝

の

譲

位

に
伴
い
、
左
大
臣
関
白
と
な
る
(
上
一
七
)。

こ
の
こ
ろ
、
右
大
臣

の
希
望
で
、

三
位
中
将

(女
、
も
と
若
君
)
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
知
り

つ
つ
も
、
中
将
と
右
大

臣
の
四
の
君
と
の
結
婚
を
許
す
(上

一
九
)。
帝
か
ら
は
、
姫
君
(男
)を
春
宮

(女

一

の
宮
)
の
後
見
人
と
し
て
勧
め
ら
れ
た
が
、
姫
君

(男
)
が
男
性
で
あ
る
た
め
、
心

を
乱
す
(上
二
五
)。

翌
年

一
月
上
旬
、

宣
耀
殿
の
尚
侍

(男
、
も
と
姫
君
)
の
も
と

に
行
き
、

一
緒
に
や
っ
て
来
た
巾
納
言
(女
、
も
と
三
位
中
将
)
の
二
人
に
対
し
て
、

兄
妹
が
仲
よ
く
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
諭
す
(上
三
〇
)
。

そ
の
う
ち
に
四
の
君
の
懐

妊
を
右
大
臣
よ
り
聞

い
て
、

夫
の
中
納
言
(女
)が
真
の
男
性
で
な
い
こ
と
を
知

っ

て
い
る
の
で
、

大
い
に
あ
き
れ
驚
く
(上
四
七
)。

四
の
君
の
密
通
事
件
な
ど
の
た

め
、

吉
野
へ

一
時
的
に
姿
を
隠
し
た
中
納
言
(女
)
が
十
余
日
ぶ
り
に
帰
京
し
た
の

を
見
て
喜
ぶ
(上
六
八
)。

そ
の
後
、
宰
相
中
将
に
犯
さ
れ
た
中
納
言
(女
)
の
、
気

分
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
を
聞
き
、
御
修
法

・
祭

・
祓
な
ど
、
本
復
の
た
め
に
手
を

尽
く
す
べ
き
こ
と
を
指
図
す
る
(上

一
〇
一
)が
、
大
将

(女
、
も
と
中
納
言
)
が
失
踪

す
る
や
、

ま
た
も
や
祈
疇
を
続
け
(中

=

九
)心
を
痛
め
る
(中

一
二
八
)
。
失
踪
し

た
大
将
(男
)を
探
し
当
て
た
尚
侍
(女
)が
宇
治
か
ら
帰
京
し
た
の
に
逢

っ
て
喜

び

に
堪
え
ず
、

将
来
の
こ
と
を
話
し
合

っ
て
(中

一
五
六
)後
、

剃
髪
、
仏
道
に
入
る

(ド
ニ
五
八
)。
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